
公開講座「健康と東洋医学」の概要と受講者の動向

筑波技術短期大学鍼灸学科森英俊・大沢秀雄・西條一止

要旨：筑波技術短期大学鍼灸学科では，地域の住民を対象に，東洋医学の啓蒙と普及を目的に公開講座「健

康と東洋医学」開設している。平成4年度開設以来，これ迄延べ604人の受講者があった。アンケート調査の結

果，受講者の性別は女性が多く（63％)，年齢は40歳代が最も多かった（34％)。広報の方法としては地域のミ

ニコミ誌が最も有効であった。講座の内容や回数については，適当であるという意見が過半数をしめているが，

実技の時間を増やしてほしいとういう要望が多かった。

キーワード：公開講座，東洋医学，鍼灸，あん摩，マッサージ，指圧，漢方薬

１．緒言

近年，東洋医学への社会的関心が高まってきている。

筑波技術短期大学は国立大学で唯一鍼灸学科をもつ大学

であり，鍼灸医学に関する啓蒙・普及することは，私達

の責務であると考える。

このような考えから，本学鍼灸学科および附属診療所

の所属教官は平成４年度より，公開講座「健康と東洋医

学」を開設し，鍼灸療法・手技療法・漢方療法等の東洋

医学に関する知識と実技の講習を行い，地域の住民への

普及・啓蒙をはかってきた。本年度で開設５年となるの

で，一つの区切りでもあり，これ迄の公開講座の概要を

紹介するとともに，毎回（平成５年度～平成８年度）受

講者を対象に実施してきたアンケートの結果を分析した

ので報告する。

表１公開講座の内容（平成８年度）

講師

２．公開講座「健康と東洋医学」の概要

（１）講座の目的

健康な生活をおくるために東洋医学の知恵をどのよう

に活用できるかを地域の人々に講義し，家庭でできるツ

ポ療法と指圧や按摩などの手技療法を実技を中心に指導

した。

（２）実施期間

平成４年度から平成７年度までは春（５月－７月）と

秋（９月～11月）に開設し，８回シリーズで実施した。

受講者の多数から，実技をさらに詳しく勉強したいとの

要望等があったことから，平成８年度（６月・７月・９

月・’０月）は，１１回シリーズに増やして行った。回数の

関係で年１回の開催とした。

（３）開設曜日・時間

毎週金曜日，１８：３０から２０：３０の２時間

（４）実施場所

筑波技術短期大学視覚部大学会館講堂

野ロ栄太郎

(敬称略）

（５）受講対象

一般市民

（６）講座内容

東洋医学に関する基礎的な知識と，

ききる，ツポ療法，指圧やマッサー

東洋医学に関する基礎的な知識と，一般市民が家庭で

できる，ツポ療法，指圧やマッサージなどの手技療法，
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回数 講座内容 講師

１

健康と東洋医学

今なぜ東洋医学か

日本人と健康状態など

西條一止

２

健康と灸療法（１）
東洋医学の歴史

灸の材料
基礎実技

形井秀一

３

健康と灸療法（２）
ツボとは

灸の効果

臨床実技

山下仁

４

健康と鍼療法（１）

経絡とは

鍼の道具

基礎実技

森英俊

５

健康と鍼療法（２）

接触鍼

基礎実技

津嘉山洋

６
健康と物理療法

物理療法とは
坂井友実

７

健康と手技療法（１）

手技療法とは

基礎実技

宮村健二

８
健康と手技療法（２）

運動器系の不定愁訴と手技療法
小林聰

９
健康と手技療法（３）

内科疾患と手技療法
野口栄太郎

1０

健康と運動療法

手技療法の効果

運動療法

森山朝正

釜中明

1１

健康と漢方薬

漢方薬とは

漢方が効く状態

丹野恭夫



及び物理療法や運動療法を指導した。平成８年度の講座

内容と講師の一覧を表１に示す。図１に灸の実習風景，

図２に手技療法の実習風景を示す。

（７）講師及び補助者について

各回とも，ｌ～２人の講師で講習を行っている。しか

し，講習内容が灸や指圧などの実技が主体であること，

また受講者数が80名近い大人数のため，最低６名以上の

補助者（鍼灸師・あん摩マッサージ指圧師の有資格者で

ある，鍼灸学科研究生及び附属診療所臨床研修生）を用

いた。
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図３公開講座受講者数の推移

３．講座受講者の受講者数

平成４年度から８年度まで，計９回実施し，受講者数

の合計は604人（延べ人数）で，１回当たりの平均人数

は74.4人であった。受講者数の年次推移を図３に示す。

平成６年春は予算執行が遅れ，募集期間が短かったため

に受講者数が少なかったと思われる。また，平成７年秋

は募集期間が夏休みにかかったため，受講者数が少なかっ

たと思われる。このことは，今後の募集にあたって考慮

する点であると思われる。

４．アンケートの実施方法

平成５年度春の講座より，公開講座の最終回に以下の

ような無記名アンケート調査を実施した。

［アンケート項目］

1．性別

２．年齢

３．職業（自由記載）

４．本講座を何でお知りになりましか。（複数回答可）

①新聞の地方版

②地域のミニコミ誌（常陽リング・ウイクリーなど）

③ポスター→どこに貼ってあったポスターですか？

④本学教職員より

⑤その他

５．本講座の受講動機は何ですか。（複数回答可）

①東洋医学についての知識は殆ど無かったが，この機

会に知識を得ようと思った。

②東洋医学について以前から関心があり，この機会に

さらに多くの知識を得ようと思った。

③東洋医学の治療を以前から受けたことがあり，この

機会にさらに詳しい知識を得ようと思った。

④医療関係の職業に従事しているため，この機会にさ

図１灸の実習風景

図２手技療法の実習風景
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受講者数 人

０２０４０６０８０１００１２０

らに詳しい知識を得ようと思った。

⑤その他

６．本講座（講義・実習）を受講した感想をお書き下さ

い○

７．東洋医学について，今回の講座以外で内容の知りた

い事がありましたらお書き下きい。

8．その他（要望がありましたら，何でもお書き下さい）
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５．アンケートの集計結果

（１）回収率

平成５年～平成８年までの受講者，延べ483人中，３０４

人（回収率62.9％）の回答があった。なお，講座の最終

回に行ったため，最終回の欠席者などには実施していな

い。

（２）性別

図４に受講者の性別を示す。304人中，男112人（36.9

％)，女192人（63.2％）で，女性が過半数以上を占めた。

（３）受講者の年齢

図５に受講者の年齢分布を示す。１０歳代から70歳代ま

で広い年齢分布を示している。特に40歳代が最も多く，

304人（無回答6名）中，102人（33.6％）であり，次い

で50歳代と30歳代が多かった。

（４）受講者の職業

今回の調査では，職業を選択枝で分類せず，自由記載

とした。未記入もあり，正確な数値は算出できなかった

が，様々な分野の人が受講していた。主婦が特に多く，

公務員，教員，会社員が比較的多い傾向にあった。

（５）本講座を何で知ったか

図６に受講者が本講座を知った情報源を示す。地域の

図５受講者の年齢分布

受講者数

０５０１００１５０
人

200

……劃4６新聞の地方版

地域のミニコミ誌

つくば市の広報

ポスタ一

本学教職員より

その他

1７４

図６本講座を何で知ったか

ミニコミ誌から情報を得ていた人が圧倒的に多く，３０４

人中174人（57.2％）であった。ついで新聞の地方版，

ポスターと続いていた。ポスターはどこに貼られていた

かについてさらに質問したところ，職業が教員や公務員，

大学生の場合，所属の大学や研究機関等の掲示板と答え

たものが多かった。その他の記載の中につくば市の広報

と挙げている者が19名いたので，項目として追加した。

（６）受講の動機

図７に受講の動機についてまとめた結果を示す。最も

多かったのは「東洋医学について以前から関心があり，

この機会にさらに多くの知識を得ようと思った」で304

人中146人（48％）で，次いで「東洋医学についての知

識は殆ど無かったが，この機会に知識を得ようと思った_b

「東洋医学の治療を以前から受けたことがあり，この機

会にさらに詳しい知識を得ようと思った」「医療関係の

職業に従事しているため，この機会にさらに詳しい知識

を得ようと思った」の111頁であった。

図４受講者の'性別
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受講者数 人

1５００ 5０ 1００受講動機

東洋医学についての知識は殆ど無かったが、

この機会に知識を得ようと思った

東洋医学について以前から関心があり、この
機会にさらに多くの知識を得ようと思った

東洋医学の治療を以前から受けたことがあり

この機会にさらに詳しい知識を得ようと恩っ

医療関係の職業に従事しているため、この
機会にさらに詳しい知識を得ようと思った

1４６

その他

図７受講の動機

（７）本講座（講義・実習）を受講した感想

自由記載であったので，回答のあったものについて集

計した。

１）回数・時間

平成5年度から平成7年度は8回シリーズで行っていた

ので，この範囲で集計すると。226人中，適当と答えた

人が155人（68.6％）で，回数や時間が少ないと答えた

人が68人（30.1％）であった。多いと答えた人は3人（1.3

％）であった。少ないと答えた人も，適当と答えた人も，

実技時間の増加を要望していた。そこで，平成8年度は

回数を8回から11回に増やし，実技の回数を増やす講座

にしたところ，回答のあった40人中，適当と答えた人が

31人（77.5％)，少ないと答えた人が9人（22.5％）とな

り，適当であると答える人が多くなった。

その他，開催曜日について，勤務の関係で休日に行っ

て欲しい，主婦で家事の時間があるので日中に行って欲

しい，短期集中講座を開設して欲しいなどの要望もあっ

た。

２）講座の内容

自由記載であるため，著者らが分類した。講座内容が

良かった，興味があった，有益であった，わかりやすかっ

たなどの感想は304人中160人（52.6％）に記載があった。

次いで実技の時間や内容を増やして欲しいが46人（15％)，

もっと詳しい，高度な内容を希望するが27人（8.9％)，

その反対に難しい内容が一部あったが21人（6.9％）で

あった。

プレゼンテーションの方法については，実技の箇所を

ビデオで拡大して，会場の後ろに座っている人でも見え

るようにしたことや，補助員が適切に指導したことなど

が，感想として書かれていた。

（８）東洋医学について，今回の講座以外で内容の知り

たい事

以下のような項目が挙げられていた。

・病気別講座

・薬膳

・気功

・ヨガ

・つくば市内の漢方薬店，鍼灸師の紹介

・チベット医学

・太極拳

・スポーツマッサージ

・呼吸法

・食事療法

・鍼灸師（専門家）になる方法

（９）その他，感想・意見など

様々な感想・意見が書かれていたが，その中で，複数

の人が記載している内容について挙げる。

・鍼や灸を実際に体験できてよかった。

．この講座をさらに続けていって欲しい。

．もう１回受講したい。

．楽しく受講できた。

・講師の先生がテレビに出ていて，興味をもった。

・中級編・上級編を開設して欲しい。

・指圧や灸などのコース別を作って欲しい。

・休憩時間を設けて欲しい。

・資料や材料の斡旋をして欲しい。

・実技の時間を多くして欲しい。

・一般の人もこの大学を受験できたらよい。

・イスが疲れるので，疲れにくいイスに変えて欲しい。

・診療所の漢方外来の時間を増やして欲しい。
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実際に治療の受けたことのある人が多いことがわかった。

講座内容については概ね良好な評価を得られたと思わ

れる。講座の目的は鍼灸を正しく理解してくれる人達を

増やし，上手に附属診療所を活用してもらえるようにと

いうことが直接の目的であったが，地域の人々と大学と

の接点もできた。実際に受講者の一部は本学附属診療所

の鍼灸治療や漢方外来を受けるようになっている。また，

平成７年度より鍼灸学科で実施している学生の手技療法

の実習のボランティアに本講座の受講者が多数協力して

下さっている等2)，本学鍼灸学科の教育の発展にも寄与

し，いろいろな点でプラスになっている。

受講者より寄せられた意見や感想をもとに，さらに内

容の改善を図りたいと考えている。

･テキストがあり，後から見ることができるので良い。

･経穴の一覧の図が欲しい。

･健康相談の窓口も欲しい。

･研究・治療施設の見学をさせて欲しい。

･経穴の名称にフリガナを付けて欲しい。

.さらに勉強したいので，推薦図書を紹介して欲しい。

･受講者が多すぎる。

．若かったら，私も鍼灸師になりたいと思った。

･アシスタントの先生が，皆さんとても親切だった。

６．考察

本講座の受講者の性別は女`性が多かった。これは鍼灸

治療院に訪れる患者の性別が女性が多いという著者らの

報告'）と一致している。

受講者の年齢は40歳代が最も多かったが，この年代は

社会的に種々のストレスを受けやすく，また成人病など

健康に問題が起こってくるため，健康への関心が高いこ

とを伺わせる。著者らの報告!)でも，鍼灸治療院に訪れ

る患者の年齢は35-45歳が最も多く，今回の結果と一致

している。

職業は女性が多いことも反映し，主婦が多かった。ま

た，教員，研究所勤務，公務員，大学生などが比較的多

く，筑波研究学園都市の特徴を反映していると思われる。

また，医療従事者も多数，受講しており，この事は将来，

鍼灸・手技療法などが現代医学の中で普及していく素地

になると思われる。

受講生が本講座を知った情報源は圧倒的に地域のミニ

コミ誌から情報を得ていた人が多く，広報の方法で最も

有効であることがわかった。

受講の動機では，「東洋医学について以前から関心が

あり，この機会にさらに多くの知識を得ようと思った」

．「東洋医学の治療を以前から受けたことがあり，この

機会にさらに詳しい知識を得ようと思った」を併せると

75％になり，本講座の受講者が東洋医学に関心があり，

７．まとめ

鍼灸学科で実施してきた，公開講座「健康と東洋医学」

の概要について紹介すると共に，受講生のアンケート結

果を報告した。開かれた大学が今日の大学の姿である。

象牙の塔でなく，地域と共に，人々と共に本講座の益々

の充実を図って行きたい。

稿を終えるに当たり，これ迄，本公開講座にご尽力頂

いた教官，事務職員，研究生，研修生の各位に深謝しま

す。また，アンケートの集計は鍼灸学科研究生浅賀辰也

氏の多大な協力を頂きました。併せて深謝いたします。
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